
学校運営協議会 議事録 

第４回 上向台小学校 学校運営協議会（要点記録） 

開催日時：令和７年11月21日（金） 10:30～12:00 

開催場所：上向台小学校図書室 

出席者：酒見校長、遠藤理事会長、鵜澤副会長、門田委員、村田委員、石川委員 

　　　　秋田委員、弥頭委員、紺野委員 

　　　　河又副校長、金子主幹教諭、安達主任養護教諭、戸原主任教諭、森川主任教諭 

欠席者：吉田委員 

・委員10名中９名出席により本会議は成立 

 

次第 

（１）会長挨拶（10:30） 

　・この時期の幼稚園・小学校の動向について概観し、当該協議会の議題について説明。 

 

（２）校長挨拶（10:35） 

　・本校の現況に関する報告。 

　・「上向台小学校だより　11月号」の紹介。 

　・本日の発表の流れについて共有。 

 

（３）研究推進部から（10:38） 

　・校内研究の実践状況および研究仮説の検証過程について。 

　・令和７年度全国学力・学習状況調査の結果分析。 

　・授業改善推進プランの取組状況と今後の展望。 

 

（４）運動部から（10:52） 

　・令和７年度体力テスト結果の総括。 



　・本校児童と全国平均値との差異分析。 

　・昨年度Tスコアとの比較からみる体力傾向。 

　・来年度に向けた運動習慣形成および改善施策について。 

 

（５）生活指導部から（11:02） 

　・児童の健康状態にみられる課題点と改善の方向性。 

　・令和７年度定期健康診断の主な所見。 

 

（６）質疑・応答（11:27） 

【委員からの意見】 

　・夏季休業期間における生活習慣、とりわけ朝食欠食の増加傾向についての懸念。 

　・歯科保健における磨き残し指導の再開を求める意見。 

　・体力テストの結果について、比較対象を全国ではなく東京都基準とするべきではないかとの

指摘。 

　・体力テストの平均値に満たない領域への重点的支援の必要性。 

　・ボール投げ教室の有効性と、ゲーム性を取り入れた投動作指導（例：ストラックアウト）の提

案。 

　・投げ方教室を保護者公開型にしてほしいとの要望。 

　・健康診断結果の通知が家庭への意識啓発として有効であるとの評価。 

　・柔軟性向上を目的とした運動量の拡充および投動作の機会増加の提案。 

　・学力向上についても楽しさや興味を喚起する授業設計の必要性。 

　・体力二極化の進行への危惧。 

　・視力低下の背景にゲーム利用時間の増加があるとの分析。 

　・鉄棒補助具などの作成について、近隣企業での製作可能性の示唆。 

　・外遊びの減少に対し、学校及び地域で何ができるかの検討。 

　・デジタル化の進展に馴染めない児童への配慮の必要性。 

（７）事務連絡（11:57） 



　・学習発表会の実施について。 

　・授業公開について。 

　・次回会議：第５回 令和８年１月26日（月）10:30〜12:00頃 

　　内　　容：後期学校評価の結果を基にした次年度の学校運営について。 

 

以上で、本日の協議項目は終了した。 

意見があればお願いする。その他何かあるか。 

 

（８）閉会の挨拶（12:00） 

　・遠藤会長より閉会の挨拶。 

　「以上で第４回学校運営協議会を終了する。本日もありがとうございました。次回もよろしくお願

い申し上げます。」 

 


